
深野北小・四条北小・深野小学校統合説明会実施状況 

 
○ 開催日時：平成２０年１０月２３日 午後７時３０分～ 
○ 場  所：深野五丁目公民館 
○ 参加人数：１8 人 

 
（左側が市民の主な意見・質問、右側が教育委員会の回答） 

【統合全般に関すること】 
１ 
 

【小規模校の良さに関する意見等】 
統合基本方針に記載されている小規模

校における懸念・問題点は当てはまらな

い。 
小規模のほうが、教師と児童のスキンシ

ップが図れ、きめ細かい指導ができる。

いじめに対するクラス替えは、緊急避難

措置に過ぎない。 
（大規模になれば）不登校・いじめが懸

念される。 
クラスの定員数を減らして、少人数学級

とする方が、学力も向上する。 
出前議会（委員会）では小規模校の良い

点を説明されていた。 
昭和 48 年には文部省が学校統合の際の

留意点の通達を行っている。 

教育委員会としては、統合により適正な学校

規模を確保し、教育環境の充実を図りたい。 
学力の向上に関しては、少人数指導を実施す

ることにより、効果を上げていきたい。 
出前議会（委員会）では、小規模校の良い面

の話とあわせて、適正規模になった場合の期

待できる良い面の話も行った。  

２ 統合することは決定か。 教育委員会の方針として決定している。 
住民の皆さんの意見を聞いて、諸課題への対

応に努めていきたい。 
３ 子どもに安心感を持たせるために、元の

学校の教員を統合先の学校へ異動させ

るべきである。 

教職員の人事異動については、計画的に配慮

していきたい。 

４ 学校を放課後の安全な遊び場として提

供できないか。 
 

下校時間等の問題もあり、検討課題でありま

す。 

 
 


